
社同

私
は
、
こ
れ
ま
で
に
、
い
く
た
び
玉
島
を
訪
れ
九

で
あ
ろ
う
か
。
私
は
、
山
陽
本
線
を
利
用
す
る
お
り

が
あ
れ
ぱ
、
い
つ
も
、
尾
道
と
玉
島
に
途
中
下
車
を

す
る
。
尾
道
に
降
り
る
の
は
、
こ
こ
が
、
私
の
趣
味

と
す
る
古
建
築
の
宝
庫
の
地
だ
か
ら
で
あ
る
。
玉
島

に
降
り
る
の
は
、
そ
の
水
門
と
細
長
い
入
江
を
な
す

河
港
と
そ
こ
に
鉾
め
く
小
船
の
あ
る
町
の
風
物
が
、

私
の
た
ま
ら
巌
傷
を
そ
そ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ

に
、
こ
の
玉
島
は
、
新
島
嬰
1
正
し
く
は
七
五
三
太

ー
の
思
い
出
深
き
処
女
航
海
の
地
で
も
あ
る
か
ら
で

あ
る
。そ

れ
で
、
新
島
襄
ゆ
か
り
の
跡
か
ら
、
歴
史
散
歩

を
試
み
て
み
ょ
う
。

は
じ
め
に

あ
る
。

*
君
公
御
成
の
間
や
、
鳥
羽
伏
見
の
戦
い
直
後
、
自
刃
に
ょ
り

玉
島
を
戦
火
か
ら
救
っ
北
有
名
な
蕩
老
・
熊
田
恰
の
切
腹
の

間
は
、
使
用
さ
れ
ず
、
そ
の
ま
ま
保
存
さ
れ
て
い
ろ
。

嘉
永
四
年
、
庄
屋
・
柚
木
弥
策
没
後
嗣
子
幼
少

の
た
め
、
庄
屋
役
は
分
家
の
手
に
移
り
、
柚
木
正
兵

衛
と
そ
の
長
子
と
が
廃
藩
ま
で
、
そ
の
役
を
勤
め
た
。

新
島
日
記
・
玉
島
兵
庫
雰
の
中
に
、

『
正
午
之
潮
二
順
ひ
端
舟
及
鴛
二
而
牽
き
玉

島
港
二
入
レ
リ
此
夜
上
陸
致
〔
し
)
名
主
柚
木
庄

兵
衛
と
申
者
の
宅
え
行
き
入
湯
致
し
早
速
船
へ

帰
レ
リ
』
(
交
久
二
年
十
二
月
三
巳*

と
あ
る
柚
木
庄
兵
衛
は
、
こ
の
正
兵
衛
で
あ
る
。
こ

の
分
家
の
屋
敷
も
、
す
ぐ
近
く
に
あ
る
が
、
現
在
は

露
路
で
結
ば
れ
た
小
さ
な
家
々
に
分
割
さ
れ
、
新
島

嬰
来
訪
当
時
の
嘉
は
見
ら
れ
な
い
。

*
そ
の
後
、
正
兵
衛
の
一
子
が
本
家
を
継
い
だ
が
、
そ
れ
が
、

南
画
家
・
柚
木
梶
雄
(
正
邨
)
で
あ
り
、
そ
の
長
子
が
、
柚

木
久
大
で
あ
る
。

羽
黒
神
社
よ
り
玉
島
港
を
眺
む

玉
島
港
の
湾
奥
の
両
岸
に
は
倉
庫
が
並
ん
で
い

る
。
東
岸
一
帯
は
矢
出
町
と
呼
ぱ
れ
る
が
、
こ
こ
の

倉
庫
群
の
裏
手
に
日
展
審
査
員
・
面
家
・
油
木
久
太

(
願
庵
)
の
懇
な
住
居
が
あ
る
。
柚
木
家
は
、
代

々
、
備
中
・
松
山
(
今
の
高
梁
)
蕩
領
玉
島
の
庄
屋

を
勤
め
た
家
す
じ
で
あ
る
。
そ
の
屋
敷
は
、
現
在
の

住
居
の
向
側
に
あ
っ
て
、
某
会
社
の
社
宅
に
貸
し
て

庄
屋
・
柚
木
正
兵
衛
の
屋
敷
跡

快
風
丸

新
曼
が
玉
島
に
来
た
の
は
、
松
山
綣
姦
入
し

た
洋
式
船
・
快
風
丸
が
、
江
戸
か
ら
玉
島
へ
初
の
航

海
を
行
な
う
に
際
し
、
松
山
藩
・
川
田
剛
の
と
り
な

し
に
ょ
り
、
そ
れ
に
う
ま
く
便
乗
し
た
か
ら
で
あ
っ

゛"Ⅱ"""11"Ⅱ""U"Ⅱ昨1ⅡU11111"Ⅱ11"Ⅱ"Ⅱ"酌,Ⅱ"11"、
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て
、
そ
の
こ
と
は
、
ど
の
本
に
も
k
U
て
あ
る
。
し

か
し
快
凪
丸
が
ど
の
よ
う
な
船
で
あ
た
か
、
と
い

t
つ
こ
と
に
な
る
と
、
同
'
礼
関
係
の
文
献
で
は
、
根

伴
薯
と
そ
れ
か
ら
引
川
し
た
誤
り
と
男
れ
る
も
の

二
三
を
の
ぞ
い
て
は
ど
れ
に
.
義
せ
ら
れ
て
い
な
い

謎
と
な
っ
て
い
る
そ
れ
で
、
こ
の
機
会
に
、
『
山

+
一

田
力
谷
金
」
か
ら
抜
冉
す
る
と
、
え
は
、

二
木
梢
ー
ス
ク
ウ
ー
ネ
ル

長
↓
八
闇
川
凶
開
半
立

三
1
十
卜
瓢

の
那
で
あ
っ
九
。
在
π
N
の
蔀
士
・
川
田
剛
ら
の
努

力
に
ょ
っ
て
、
文
久
示
、
熊
で
蛾
人
し
た
貿
"
勿

兼
国
防
川
の
洋
式
加
で
、
江
戸
治
に
て
練
習
を
市
ね

た
後
、
垰
、
田
光
兄
外
二
名
の
滞
士
と
安
小
旅
士
・
新

島
襄
と
に
よ
っ
て
玉
島
へ
同
航
し
六
の
で
あ
る
。

*
山
山
方
谷
は
、
松
山
藩
の
大
倫
と
し
て
有
名
で
あ
っ
北
。
山

m
方
芥
令
染
の
冬
所
に
、
快
風
丸
関
係
の
肥
血
が
散
兄
さ
れ

る
し
力
し
そ
こ
か
ら
、
ま
と
ま
っ
六
紺
論
を
出
す
こ
と

は
ひ
つ
か
し
い
状
況
で
あ
る
。
火
と
え
ぱ
、
そ
れ
ら
の
棚
事

が
す
べ
て
正
し
い
と
す
れ
ぱ
、
快
風
丸
は
、
和
剖
商
人
の
丁

を
通
じ
て
畍
入
し
仁
、
英
国
製
で
あ
る
が
、
舩
籍
は
米
国
邪

で
あ
る
、
と
い
う
変
な
船
に
な
ろ
0
 
だ
か
ら
、
も
つ
と
資
料

の
吟
味
が
必
要
で
あ
る
。

を
習
っ
た
こ
と
力
あ
る
。
川
Ⅲ
剛
は
、
明
治
に
入
っ

て
、
そ
の
令
名
つ
と
に
高
か
っ
六
迷
弄
で
あ
り
、

歌
人
.
川
円
順
は
そ
の
學
に
な
る
。
し
か
し
そ
の

伝
・
心
を
闘
べ
る
と
、
単
な
る
潔
弄
で
は
な
く
、
む

し
ろ
、
任
侠
肌
の
人
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
、
新
曇

が
、
そ
の
数
々
の
判
架
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
た

゛
)
、

い
へ
ん
頼
り
と
し
て
い
た
の
も
う
な
づ
け
る
こ
と
で

あ
る
こ
の
川
田
脚
の
即
家
は
、
兄
在
も
、
玉
'

史

梗
局
の
近
く
に
残
っ
て
い
る
。

*
杖
友
名
笵
に
ょ
る
と
、
局
長
は
黒
礼
籾
期
の
卒
楚
の
一

人
で
あ
る
が
・
・
:
:
0

玉
島
は
、
必
時
、
洲
.
四
内
行
数
の
段
撃
」
き
わ
め

六
李
お
っ
た
か
ら
、
文
人
雄
客
の
釜
が
多
く
、

,
四
U
の
地
で
も
あ
っ
六
だ
か
ら
、
Ⅱ
口
削
の
ご
と

き
人
物
か
あ
ら
わ
れ
た
の
も
不
m
叢
で
は
な
い
。
そ

才
と
と
も
に
、
勤
上
の
李
の
金
が
は
げ
し
か
っ

六
こ
と
も
、
『
玉
,
曾
史
』
か
ら
知
ら
れ
る
。
そ
れ

で
、
加
峡
延
雄
著
『
新
会
先
化
略
伝
』
の
小
に
、

雄
れ
て
始
め
て
牙
や
安
巾
以
外
の
地
力
を

見
学
し
、
叉
関
西
の
聖
の
:
心
ヒ
と
も
交
っ

九
。
』
(
玉
・
蛇
女
航
海
の
記
小
巾
よ
り
)

と
あ
る
の
も
、
玉
島
に
関
し
て
は
、
 
W
1
然
と
も
い
え

寸

る
こ
と
で
あ
っ
六
。

*
新
島
表
は
、
そ
の
Π
記
よ
り
、
十
二
」
巾
句
の
な
ん
n
か
を

玉
品
で
す
と
し
た
と
毅
小
で
き
ろ
か
ら
0

11

そ
の
後
の
玉
島
と
同
志
社

川
田
剛
と
当
時
の
玉
島

託
嬰
は
、
一
時
、
川
瓜
剛
の
円
下
と
し
張
学

時
代
は
と
ん
で
、
明
治
四
十
年
前
後
に
移
る
。
熱

心
な
企
光
教
の
心
川
名
で
あ
り
、
ψ
1
時
、
京
都
・
西
陣

千
木
座
1
現
在
ス
ー
。
ハ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
ー
光
琵
.
凶

.し
て
い
た
牧
響
二
が
、
九
ま
九
ま
、
企
光
参
り
の

途
次
、
ほ
ど
祭
ら
ぬ
こ
の
玉
島
の
一
為
小
尾
1

↓

郵
訂
剣
と
い
っ
て
、
現
在
は
映
両
紺
1
に
た
ち
力
'
り
、

そ
こ
^
C
n
^
山
^
し
た
の
^
、
そ
の
ル
^
、
^
^
メ
七
^
一
^

し
光
Π
玉
の
松
チ
ャ
ン
・
尾
ヒ
松
之
助
で
あ
る
。
や

が
て
、
牧
野
竹
三
は
、
映
爾
界
に
入
る
と
と
も
に
、

彼
も
併
商
会
に
入
礼
せ
し
め
、
こ
の
松
之
助
映
画

を
軸
科
^
^
即
寸
笥
、
一
^
し
て
名
を
成
し
た
の
で
あ

る
。
同
志
社
は
、
噐
界
に
も
多
く
の
人
物
婁
っ

て
い
る
が
牧
野
サ
家
と
も
関
系
か
深
い
。
そ
う
し

煮
眛
で
、
こ
の
工
。
ヒ
ソ
ー
ド
も
、
歴
史
散
歩
と
し

て
『
ル
す
こ
と
を
許
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

*
甕
江
の
名
称
は
、
而
の
歴
史
に
は
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い

地
名
で
あ
る
。
川
Ⅲ
剛
も
甕
江
と
号
し
て
い
北
。
し
か
し
、

こ
こ
で
は
、
く
わ
し
い
こ
と
は
触
れ
な
い
で
お
こ
う
0

さ
ら
に
、
年
刀
は
経
過
し
、
大
正
七
郁
と
な
る
。

こ
の
年
の
八
門
、
思
社
の
生
ん
だ
文
染
の
一
人

.

徳
・
鞭
花
が
、
門
弗
に
招
か
れ
て
、
亥
女
を
作
っ
て

こ
の
地
を
功
れ
て
い
る
。
町
の
西
部
の
山
媛
に
あ
る

円
通
寺
1
良
竹
奉
刈
の
修
業
の
寺
で
、
そ
の
辿
品
が

51



多
い
。
県
指
定
の
誘
・
獣
.
砥
需
品
と
な

つ
て
い
る
ー
に
は
、
駕
徒
で
、
一
イ
段
道
を
野
っ
て
尋

ね
た
そ
う
で
あ
る
。
ま
九
、
町
の
東
南
に
あ
九
る
海

岸
で
、
述
雫
あ
る
の
で
、
型
狩
で
名
を
知
ら
れ

た
養
父
が
卯
を
尋
ね
た
時
は
、
歌
を
残
し
て
い
る

こ
こ
に
、
荊
花
の
貨
塚
が
あ
っ
て
、
発
の
方
の

石
は
、
こ
の
歌
劣
ま
れ
、
歌
碑
と
も
な
っ
て
い

る
。
そ
の
歌
は
、

人
の
十
の
県
り
あ
ら
す
砂
原
を

平
に
な
し
て
雷
寄
せ
来
る
健

と
い
,
つ
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
周
辺
も
、
今

は
函
も
な
ら
び
、
す
っ
か
り
熊
小
が
変
っ
た
。

1

瀬
戸
内
は
、
戦
後
、
急
速
に
翁
し
つ
つ
ぁ
る
。

譜
工
島
も
、
工
6
雨
と
変
っ
て
い
き
つ
つ
ぁ
る
。

し
か
し
、
私
の
惑
偽
を
そ
そ
る
楊
の
つ
づ
く
か
ぎ

り
、
新
島
喪
ゆ
か
り
の
地
で
あ
る
か
ぎ
り
、
こ
う
し

た
歴
史
の
跡
の
の
こ
る
か
ぎ
り
、
こ
れ
か
ら
も
、

し

く
た
び
か
、
私
は
モ
島
を
防
ね
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

(
霄
里
高
校
敦
諭
・
社
会
)

訂
正
第
Ⅱ
号
掲
祓
の
同
志
社
歴
史
散
歩
「
大
阪
2
」
の
記

事
の
巾
に
大
阪
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
と
あ
ろ
の
は
「
柵

田
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
の
誤
り
で
し
た
0
 
お
,
誕
ぴ
し
て

訂
正
し
ま
す
。

む
す
び

秋
季
憲
法
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座
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6
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H
本
凶
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法
雄
h
卜
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年
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月
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日
佐
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木
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本
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法
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学
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関
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口
U
 
教
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と
Π
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国
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Ⅲ

ジ

三

米

一
、

一
山
校
長

近
江
兄
弗
社
簀
中

.

a

而

講

同
大

Ⅱ
刃
N
口
福
祉
国
・
類
と
口
本
甲
恕
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Ⅱ
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教

受

汽
小

卯
冉
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抑
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1
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木
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三
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8
日
政
%
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吉
,
冨
丞
夫

地
F

番
敦
室
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社
大
学
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風
錦

午
後
4
塒
よ
り

W
月
6
日
よ
り
伍
迅
水
幌
H

法
研
究
所
同
窪
N
賑
研
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聖
内

W
H
町
凹
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交
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と
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法
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ー
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(

ノ
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